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質 疑 ・ 回 答 書 

 

令和６年１月１９日 

発注番号 50501023 開札日 令和６年１月２６日 

業 務 名 灰塚配水場（4500 ㎥配水池）耐震補強工事 

質問
番号 

質疑事項 回答 
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【図番 3,9/45】増し杭の施工につ

いて 

ポンプ室と配水池間の施工は、ヤ

ードが狭いため中堀工法での施

工は困難と考えますが、施工計画

はどのようにお考えでしょうか。 

中堀工法では施工不可となった

場合は、工法あるいは杭種の変更

で対応すると考えてよろしいで

しょうか。 

 

 

現場代理人、監理技術者の専任は

工期開始日の令和 6 年 5 月 1 日か

らでよろしいでしょうか。 

 

 

設計図において、壁面からの離隔距

離は考慮していますが、杭施工上、

必要であれば、杭配置の調整は可能

です。 

中堀工法について設計図書を優先

としますが、設計の仕様での施工が

困難な場合は、監督員との協議の

上、判断いたします。 

 

 

 

 

本工事に配置する現場代理人及び

建設業法第２６条に基づく技術者

の配置期間は令和６年５月１日の

時点で手持ち工事がなければ問題

ありません。 

 

 


